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Kyokai Okuda 
Abstract 
This report presents a cornputational rnethod for tracing the stream lines of the乱OWSon which 
the flow-directions are tested in a wind tunnel at every lattice point in the rnesh. The calcul且tions
have been executed with the Electronic Digital Cornputer， FACOM 231. 
Order of the calculation is as fo11ows: 
a) Decid巴 theflow-direction at any point P on one side of the ce11 in the flow regirne accord-
ing to the flow-directions at each side-end of the ce11， obtained by wind tunnel tests. 
b) Describe a circle through the point P， atwhich flow-direction lines is tangent to the circle， 
and intersect it at point R on the other side of the cell. 
c) Decide the flow-direction at R in the same way as in the step of a). 
d) Shift R with cornputing of srna11 steps until the flow-direction at R would coincide with 
direction of the tangent on arc PR at th巴 point.
e) Describe a circle again into the next ce11 through R， thinking of R as P in the step of b). 
f) Continue the describing with the cornputing， ce11 after c巴1，in the rnanner rnentioned above， 
then the experirnental strearn lines wi11 be obtained. 
Some applications of this rnethod to the flows around airfoil pro五lesare i11ustrated in 11五gurムes


























th 1または th2， 後述する方法でその点に近接する格子点における流れ角の，
ある平均値として求める。
接線角: 縦線上の点において，その点を通る円弧の接線と横線とのなす角，第 1図の th3 
とする。
点 Rを求めることは次の子順で行なう。
(1) 点 Pの流れ角を th1とし，その流れの方向を示す線をそのまま延長し，次の縦線と
R'で交らせ，l~f. R'における流れ角 th2を求める。
(2) th 1とth2とを比較し，
(a) th2>th1 ならば，流れは PR'より上向きの流れで，すなわち Rは R'より
上に
(b) th 2 = th 1 ならば，流れは PR'の方向で， RとR'は一致し，
(c) th2<th1 ならば，流れは PR'より下向きの流れで，すなわち Rは R'より
下に来るはずである。
(3) 以上の判定に従って点 R'を流線上の点Rの方向に，ある刻みで移動させ，その都度，
点 R'と点 Pを通る円弧の，点 R'における接線角 th3と，その点における流れ角 th4とを計
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一一一-------一 一一一一一----------一一一 一第2図 Joukowsky翼の周りの風向線図
2. 計算方法とプログラミング
上向き流れの場合のー格子を第 3図に示す。
格子の辺の長さを αとし，格子点 A とPとの距
離を nα (n壬1)とするとき， Pにおける流れ角 th1
は，次のような近接する格子点 A，Bの流れ角
A [i， j]， A [i十1，j]に重みをもたせた平均値で、あ
るとする。
thト {(l-n)A [i，j]十nA[i十1，j]}!{(1-n)十n}









第3図では第1図の点 R'を点 R1にし，ある刻みで進行中の点 R':を点 Rzとする。刻み
はこの場合一辺の長さ α=5mmに対し O.OO1immとした。ただし i=1，2， 3，・・・…である。
R1の位置の格子の辺に対する比を第3図にあるように
お :(1-1)α= l:(1-1) 
とすれば
l = n+tan (th 1) …(2 ) 
R1における流れ角 th2は同織にして
th 2 = (1-1) A [i，j+ 1]十IA[i十1，j+1] -一 (3) 
となる。次に戸を PRzと横線とのなす角とすれば，PR2が円の弦であることから，
(th1+900)-s = 1800-th3-(900-s)， 
th3 = 2s-th1 = 2tan-1{(αta川 1)+0.001帆}-th1
= 2 tan-1 (凶th1)+0仙仰)-th1 一(4) 
すなわちラ R2における接線角 th3は， th 1， i， aが与えられれば確定する。 (1)，(3)式と同様に
して凡の位置の辺に対する比を m:(1-m)とすれば
m = l+O.OO1ijα …・ (5) 
でありラ Rzにおける流れ角 th4は，
th 4 = (1-m) A [i，j+1l+mA [i十1，j+1] ???
で与えられる。 th3と th4の差が0になるまで計算を続行するのが原則であるが，今回は計
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第 9，10図はそれぞれ NACA230l2翼の迎え角 9.5"ラ 12.50，流れのレイノルズ数いずれも
4X104の場合の実測流線図である。第 11図のよう vこ重ね合わせると 12.5"の場合，失速状態に
/ 
第6図 背面流れと腹面流れの境界流線 Joukowsky翼，迎え角 100，Re=8X 104 











第8図 Joukowsky翼，迎え角 100，実演UReニ8x104 





第 11図 NACA230l2翼，迎え角 9.50，12.50，Re=4x104 
(92) 
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第12図 Joukowsky翼，迎え角 150，Re=8xl04 
第13図 NACA23012翼，迎え角 150，Reニ 8xl04
(93) 
438 奥田教海
第 14図 欠円翼，迎え角 150，Reニ8x104
陥っていることが明らかである。
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